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 1 施設の概要

施設名

敷地場所

芭蕉翁生家保存改修設計業務

三重県伊賀市赤坂町304

芭蕉翁生家

住 所

施設用途 種 別

一棟

所 有 者

員 数

記 号

施設用途 指定種類 市

建　第2号

名 称 芭蕉翁生家

伊賀市

伊賀市赤坂町304

展示場　建造物跡地

昭和30年8月25日指定年月日

　さて、間口は幅約4間半で、向かって左手間口2間分を通り土間とする。この土間

とはいえ、この建物が、江戸前期、すなわち17世紀に活躍した俳人の直接の生家とい

うわけでなく、後述するこの町家の建築形式から推して江戸末期、幕末頃に建てられ

た家と考えられる。

部分は主屋裏手まで角屋として突き出して蔵前まで延び、井戸屋形や風呂、雪隠など

が適宜配置されている。中庭奥の蔵は間口約1間半で、2棟が接続して建てられ、その

腰部には寺村家の土蔵に見られた独特の「つつみ繋ぎ」の海鼠壁が施されている。

さらに土蔵の背後には、踏み込み土間を備えた4畳半の小座敷「釣月軒」が設けられ

　主屋の床上部は、1列3間取りの居室配置で、表裏のミセと座敷が8畳なのに対して

ナカノマが4畳と狭い。座敷には床の間と棚を始め、平書院、長押、欄間など、書院

座敷としての構成を備えている。手前の2室にも押入を設けている。先述の田山屋と

ている。

比較すれば、間口幅の違いを考慮する必要はあるものの、床・棚を始めこれらの諸装

置の奥行きが約半間でより整った構成となっている。

　この主屋では、店構えもよく保存されている点も注目すできであろう。すなわち、

通り土間の入口には、擦り揚げの大戸が残り、またその下手の出格子部分にも当初の

擦り揚げ戸が保存されていることから、当初は開放的な店構えであり、出格子は後の

改装であることが知られる。しかし、8畳のミセの間の表開口にはこの種の擦り揚げ戸

は用いられず、上手押入の側壁に設けられた戸袋から戸を引き出す形式であったと

考えられる（当時の家業は不明）。

　2階は表側のみ壁で区切ってツシ2階とし、ミセの間から段梯子あるいは釣梯子など

で昇っていたと考えらる。その裏手は屋根裏で、土間裏手の吹き抜け部から梯子をか

て芝などの荷置き場として使われていたと思われる。

　以上のように当家は家屋配置を始め主屋の内部など大きな改変は少なく、しかも、

上野城下の近世後期の町家の典型形式を示す遺構であり、建築的価値は高い。

しかも芭蕉生誕の地に建つという由緒とあわせて、今後も長く保存され、公開される

現状の状況

ことが望まれる。

昭和50年代末に、瓦の葺替え、土壁、床組等の修理が行われ、北寄の出格子には雨戸

が付加されている。現況は全体に北側への変形が見られ、柱傾斜は最大1/23rad、

北側筋の柱沈下は最大148㎜で相互の関係性が明らかである。北側側溝（敷地外）が

近接し、溝肩は主屋の礎石（柱脚）より高いため雨水が侵入し、北側筋の柱脚が腐朽

し変形に至っている。瓦は昭和の修理で新調され、雨漏りも見られないことから健全

いる。

主屋

であるが、土葺きのため荷重が大きい。軸部変形に伴い土壁の各所で割れが発生して

主屋同様昭和50年代末に、瓦を葺替えている（新調、土葺）。北側へ最大1/45rad傾斜

するが、沈下は南側筋が最大92㎜で逆の傾向を示す。排水状況の悪い南側側溝（敷地

内）が近接し、角屋は水上に位置するため雨水が滞留し柱脚が腐朽している。北側へ

の傾斜は主屋部の影響と考えられる。屋根は健全であるが主屋同様に荷重は大きい。

工期

工事場所

発注者

工事名称

伊賀市

三重県伊賀市赤坂町304

 2 工事の概要

工事概要

主屋

主屋角屋

工事契約より令和3年までとする。(2ヶ年度)

請負者は着工に先立ち、工事実施に必要な工程表(以下「実施工程表」という。)を作

教育等についての施工計画書を作成し、監理者に提出する。

一般的注意事項

施工計画書 着工に先立ち、仮設物、足場、工事用機械器具設備、資材置場、廃材置場、安全管理

監理者の指示により、実施工程表を補足する週間または月間の工程表および工種別工

程表その他を作成し提出する。

成し、監理者の承諾を受け提出する。

実施工程表

計画変更 物価騰落その他の事由により工事費の増減、経費配分の変更、仕様の変更、工事方針

の変更、工期の変更、附帯工事の新設等を生じた場合は、監理者の承認を得て実施し、

 3 工事事務

半解体修理・現状復旧

えられる。大きな変形はないが、主屋に比べて瓦が見た目に古い。改築前の瓦を再使

用したと考えられ、耐用年限が近い。

釣月軒

蔵

昭和50年代末に改築の記録があるが、各部仕様等から旧状に倣った新築であったと考

釣月軒同様昭和50年代末に新築された。変形は極めて小さく、瓦は新築時の新調材で、

雨漏りもないが、外壁の漆喰塗りが上部隅角部で剥離しており、腰板張の内部まで

進行していることが予測される。

仮設素屋根設置

屋根・壁・床・内外仕上解体

軸部補正（沈下・傾斜）、腐朽部材・部分取替え

耐震補強（屋根軽量化、耐震要素付加・置換）

正面庇後退、排煙窓復原、二階間仕切土壁復原

管理室造作・建具改修

消耗品（畳・襖紙・障子紙等）更新

設備（電気・自火報・非常照明・管理室空調）更新

半解体修理・現状復旧

仮設素屋根設置

屋根・壁・床・内外仕上解体

軸部補正（沈下・傾斜）、腐朽部材・部分取替え

耐震補強（屋根軽量化、耐震要素付加）

建具改修、排煙窓改変

消耗品（畳・襖紙・障子紙等）更新

設備（電気・自火報）更新

釣月軒 部分解体修理・現状復旧

仮設素屋根設置

屋根・床・外部杉皮張解体

軸部補正（沈下・傾斜）、腐朽部材・部分取替え

耐震補強（屋根軽量化、耐震要素付加）

消耗品（畳・障子紙等）更新

設備（電気・自火報）更新

基礎定着・仕上修理・現状復旧

壁仕上・一階床解体

腐朽部材・部分取替え

基礎定着（ＲＣベタ基礎、付土台、アンカー等）

耐震補強（耐震要素付加）

設備（電気・自火報）更新

蔵

過去の調査報告 松尾芭蕉が、この地で生誕したことを記念する町家として一般公開されている。　

い方法で処分する。建設廃棄物として処理するものは関係法令に従い、指定の廃棄物

処理場に運搬し、適切に処理をする。

く際などは材面に傷をつけないよう添板を施す。楔･栓類も保管し、現在使われてい

発生材処分

特記事項

ない止釘穴や仕口はチョークによる色別表示を行う。

作業中の仕口の損傷、板材の割れ、工具による損傷が生じないよう注意し、止釘を抜

取り外す部材は原則再使用する予定である。作業実施にあたり各部材は丁寧に扱い、

分解して不要になった旧金属･木材･コンクリート･土砂などは搬出し、危険のな

・D種(再生コンクリート砂)

・A種(山砂の類) ※ B種(根切土の中の良質土) ・C種(他現場の建設発生土の良質土)

い位置とする。

主屋・蔵の床下に鉄筋コンクリート造のベタ基礎を敷設する。礎石・延石に支障のな

厚さ　※　100㎜　　・( 　　 )㎜

種別　・再生クラッシャーラン　　・切込砂利　　※切込砕石(C-40)

※　構外搬出適切処理　・構内指示の場所に敷均し　・構内指示の場所に堆積

施工箇所

※　4　　　　所要空気量　(°/wt)

コンクリート底盤、土間

・　18

※　21

設計基準強度　Fo(N/㎜2)

※　図示

混和材　(※JIS6201によるフライアッシュ)

混和剤  (※JIS6204によるAE剤、AE減水標準型のⅠ種)

※　0.04以下(°/wt)   ・　0.1以下(°/wt)

　・ｾﾒﾝﾄの種類高炉ｾﾒﾝﾄB種)

砕砂及び砕石の種類　※　A種　・　(※ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量Rt=0.3㎏/m3以下

※　普通ポルトランドセメント(又は混合セメントのA種)  ・早強ポルトランドセメント

※Ⅰ類　　　・Ⅱ類

※JIS規格品 網目の形状・寸法( 200×200 )、鉄線の径( 6 )㎜、施工箇所( 土間 )

径(㎜)種別種類

・19

・10　　※13　　・16

・　SD345

※ SD295A

・　B類

・　A類

・　B類

※　A種

・　丸鋼

施工箇所　※　建物内の土間スラブ(土間コンクリートを含む)の直下

鉄筋

※　異形鉄筋

※　ポリエチレンフィルムの厚さ0.15㎜以上　　※　重ね巾縦横共250㎜以上

部材 当初材はつとめて再用する。補足材は既設材と同種材、旧形状とする。

仕上げ　(※粗磨き　・水磨き　・本磨き　)　施工箇所　( 踏石　　　 )

施工箇所

一般屋根防水層下地、防水下地

コンクリート底盤、土間

・　B種

※　A種

種別

d.基礎工事

e.土工事

f.地業工事

g.鉄筋工事

鉄筋の種類

溶接金網

埋戻し及び盛土の種別

残土処分

割石、砂利地業

防湿層

セメントの種類

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの種類

スランプ

h.コンクリート工事

骨材

混和材料

細骨材の塩分含有量

普通コンクリート

コンクリートこて仕上げ

i.石工事

花崗岩敷き

j.木工事

特記仕様書1

※　図示の範囲はスランプ15㎝とする。

芭蕉翁生家保存改修工事

補足材、取替木部材見隠部には修理年号を記した焼印を押す。文字は「令和2年度修補」

防蟻処理 ・　行う(施工箇所　　　　　　　　　　　)　　※　行わない

樹種・等級

※　再用材又は新補材の使用については監督員の指示による

※　図示（県産材の利用に努める）

木材の材質

含水率試験( ※　行う　　・行わない　)

含水率　構造材・下地材( 15°/wt)　造作材( 15°/wt)

材質　　　※　日本農林規格による。　　構造合板　Ｆ☆☆☆☆とする。

検査を受ける。特に板材は乾燥養生を十分に行う。

補足材の位置･数量は、現況調査(表面目視)による見込(設計書)であり、図示できて

とし、大きさは33×70mm程度とする。

釘・金物

焼印

使用金物は監理者の承認を得る。

水平調整は盤木厚、鉛板敷厚、根継長さ等により、礎石は原則既存のままとする。

最高点を基準として、主要部材のを水平・垂直を補正する。不陸直し・建て起し

組立

繕い

新材加工

不用の穴、仕口の見掛部、腐朽部等は埋木、矧木等により繕う。

取替、補足部位は監理者の承認を受ける。繕い修理に際しては当初の仕口や墨書など

の痕跡を消滅しないように努める。

する。

継手･仕口は在来通りとし、カンナ仕上面については、最終仕上は必ずカンナ仕上と

旧状工法を踏襲する。組立手順は監理者の承認を得る。

いない。解体調査により計画変更を行い、清算対象とする。

また、補足材は十分な乾燥材で、くるい、ひび割れ等のない材料とし、監理者の材料

提出時期

下記のものを監督員に提出する

原版の大きさ部数撮影箇所数分類規格

※　カラー

・　モノクロ

・　キャビネ版

内部( 　　  )

外部(  　　 ) 100×125以上

撮影業者　監督員の承諾する業者　※撮影箇所、部数は監督員の指示による

施工範囲　・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

図示した下地天井、壁ボード類の下地の補強を要する箇所の切込み及び補強　　　　　・　

施工図 設備機器の位置、取合い等の検討できる資料を提出して監督員の承諾を受ける

※　作成する　　　　　　・ 作成しない

・　図示　　　　　　　　※ 現状GL

工事の施工前には施工図を提出し、監督員の承諾を受ける。

次の件名の責任施工の工事保証書を施工業者及び製造所との連名にて竣工と同時に提

出する

件名　　※　屋根工事　　・　防水工事

提出部数は本書、写し各一部以上とし監督員の承諾を受ける

※　本工事の施工に伴う提出図書は下記に定める他、監督員の指示による。

1.工事請負契約書

2.工事工程表

4.協力業者名簿

5.メーカーリスト

6.仮設計画書

7.施工図、製作図

8.工事工程報告書

9.打合議事録

10.官公署届出書類控

11.材料試験報告書

12.工事竣工届

13.工事竣工引渡書

14.工事竣工図

15.工事完成写真

17.鍵リスト

18.その他

3.現場代理人及び主任技術者

工事保証書、取扱説明書16.

提出図書 部数 備考

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

契約時

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

実施15日前

1カ月毎

その都度

試験後10日以内

竣工時

竣工時

竣工後30日以内

竣工後30日以内

竣工時

竣工時

甲乙用のもの

ネットワーク工程表

経歴書、資格証明

各工事毎

工事進捗表、写真、日報

工事写真をファイルしたものを含む

鍵ケース共

監督員の指示による

完成写真

設備工事との取り合い

工事完成図等

設計GL

施工図

責任施工保証書

提出図書

設け、かつ防火対策を講じる。

工事実施にあたり、法規上必要な危害防止及び衛生上のことに関しては適当な施設を

安全確保に努める。

危害防止

建物周囲に足場を設置する。脚柱の下端には敷砂利で均した上、足場板など養生材の

内部足場

外部足場

設置箇所に応じて足場を設置する。その都度組み諸工事に用いる。

上にジャッキ型ベース金具を固定し、各段基準の通りを確認しながら設置する。

また足場、仮屋根他の各仮設物は、工事期間を通して強度上必要な補修や補強を行い、

必要に応じ筋かいを設け、床付き布枠を設ける。足場周囲には養生シートを取付ける。

保管倉庫 解体した部材は、指定の下小屋に保管する。

必要に応じ搬入路には仮設鉄板を敷き込み、地盤を養生する。地盤の不陸調整には砂

利もしくはクラッシャーランを敷均す。

・　設ける　※設けない　監督員事務所の規模　(・1号　・2号　・3号　・4号)

構内既存の施設　　※　利用できる( ※有償　・無償　)  ・　利用できない

構内既存の施設　　※　利用できる( ※有償　・無償　)  ・　利用できない

※　設ける

施工範囲

建具表を作成し、建具番号札を取付け破損調査の上取替え、補修、再利用の区分を建既存建具の取外し

運搬及び古材保管

じないよう取扱いには特に注意をする。

格納をする。その際、各部材の保管場所がわかる表札を掲げること。汚損、破損の生

施す。

柱材、建具類、造作材など運搬に際して破損の生じやすい部材は、必要に応じ養生を

調査

部材取り外し及び

養生

準備

準備完了後、現状の写真撮影を行う。順序よく丁寧に部材を取り外し、先に作成した

材に方位、位置、部材名称などを記した番付札(シナベニヤ4.5㎜×30㎜×45㎜程度)

取り外す部材には実施前に柱位置を基準とした平面番付を定め、取り外すすべての部

建具はすべて取り外し保管する。

既存の電気、配線、器具は撤去する。(灯具は伊賀市にて取外す)

解体した部材、建具はすべて下小屋に収納する。

警備会社設置の保安機器は別途伊賀市にて取り外すものとする。

を仮釘止めし、あらかじめ作成した部材毎の伏図、その他面図に対応する番付を記録

すること。その他必要な実測・写真撮影などを行う。

調査図に部材寸法、材種、修理方法、時代区分、破損程度、仕上寸法、各部仕様、

痕跡、転用古材などの諸記録をとる。取り外し途中にも、痕跡、転用古材、破損箇所

が現れたらその都度作業を中断して写真撮影、記録をとる。また一部材を取り外す毎

に清掃を行い全景の写真撮影をする。

取り外した部材は塵や埃などを清掃し、不用釘を抜きとり再用･繕い･取替予定に区分

する。同種材毎に整理して損傷の生じないよう養生を施し、下小屋に運搬し整理、

具表に記録した後下小屋に整理する。

仮設鉄板敷

監督員事務所

工事用水

工事用電力

仮設素屋根

b.仮設工事

c.解体工事

総則

手続きをする。

て監理者の指示に従い施工する。なお、実施にあたってはさらに詳細な実施仕様を定

a.通則

めて施工する。ただし、原設計仕様を変更する必要のある時は、ただちに計画変更の

この仕様書は概要を示すものであって、記載外の事項または疑問を生じた場合はすべ

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)』(最新版)

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築工事標準仕様書(建築工事編)』(最新版)

この仕様書および図面に示されていない事項は下記による。

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修『公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)』(最新版)

材料検収 一切の材料は検査員が検査を行い合格したものを使用する

火気取扱い

材料保管

する。

工事中を通じて火気の取り扱いには十分注意する。原則、工事区域内では火気厳禁と

難等に対し、十分対策を講ずるものとする。

使用する材料で検査員の検査に合格したものは、すべて良好な状態で保管し、湿気、盗

・公共建築改修工事標準仕様書、建築工事標準詳細図(国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

・工事写真の撮り方

・　適用する　　※適用しない

適用工事種別

・タイル工事　※木工事　※屋根及び樋工事　・金属工事　※左官工事　・建具工事

・塗装工事　・内装工事(畳敷き)　・植栽工事

・鉄筋工事　・コンクリート工事(床コンクリートこて仕上、型枠) ・鉄骨工事

・ALCパネル工事　・防水工事

品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努める事

るただし、同等以上とする場合は監督員の承諾を受ける

建築工事共通仕様書に記載されていない特別な工法は、当該製品の指定工法による

電気担当技術者

技能士

建築材料等

特別な材料の工法

建築材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又はこれと同等以上とす

本工事は文化財の解体修理工事であることを認識し、常に監理者の指示に従う。特に

古材の取扱いを慎重にする。既存材の再利用の是非については、監理者・監督員の指

示による。

解体修理工事に並行して保存修理記録を行うので、工程調整や調査補助等により、記

録作業者に協力をする。

喫煙は休憩所等指定以外の場所では禁止する。また、工事現場内の要所に「禁煙」の

掲示板を取り付ける。

各年度毎に清算する。

※　構外搬出適切処理発生材の処理

労災保険に関する標識を現場の見やすい場所に掲示する。

建退協制度に関する標識を現場の見やすい場所に掲示する。

施工体系図を工事関係者が見やすい場所、および公衆が見やすい場所に掲げる。

指定日に限定して、工事内容を一般公開する場合があるのでこれに十分協力する。一般公開

建設業法に基づき施工体制台帳の作成が必要な場合は、台帳を監理者に提出する。

切におこない、本工事に支障がないようにする。

生の抑制に努める。

者に報告しなければならない。

とともに、事故発生の原因および経過、事故による被害の内容について速やかに監理

建設副産物適正処理推進要綱に基づき適切に処理するとともに、資源の有効利用と発

搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法等の関係法令ならびに

施工体制

雨水排水処理 工事期間中においては、敷地内及び敷地周辺における雨水排水の流末までの処理を適

発生材処分 工事により発生する産業廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、土砂等を運

事故発生時の措置

は第三者に損害を与えた事故が発生した時は、直ちに応急処置等所用の措置を講ずる

労働災害の防止

現場代理人 現場代理人は、工事現場の管理運営に必要な知識と経験を有するものとする。

工事現場における安全衛生については、現場代理人が責任者となり、関係法令等に従

い必要な措置を講ずるなど常に工事の安全に留意して現場管理をおこない、労働災害

の防止に努めなければならない。

請負者は工事施工中、工事の実施に影響を及ぼす事故、人身に損傷を生じた事故また

木材の利用について、地域材及び県産材の利用に努めること。



登録されたものとする。

屋根各部は、詳細図にてよく監理者と協議し決定する。

アスファルトルーフィング940下葺き

下ろした既設屋根瓦は、再用・不再用に分類する。再用瓦はタワシで水洗いして十分瓦

乾燥を図ったのち、監理者の指定する場所に小端立に積み上げ、シート養生する。

不再用瓦は監理者の調査の後処分する。新補瓦の形状と寸法は当初瓦の標準値に近似

瓦葺(大棟、唐破風)

下地葺

のものとする。役瓦はできるだけ再用する。

樋

銅板葺

アスファルトルーフィング940下葺き下地葺

銅板一文字葺、厚0.35mm　大屋根定尺縦六ツ切(葺足150、働き320)平葺

棟積仕様は、旧状にならう。

鬼瓦は、16番銅線数条撚をもって棟木に大釘止めとする。

葺立 桟葺き(葺土なし)は標準仕様とする。再用瓦は銅線結束用の穴あけ加工を施す。

設置個所は現状に倣う。厚0.4銅板加工。鮟鱇は見本品提出により監理者の承認を得る。

材料　※　JIS A5208(ねんど瓦)による。試作品を作成の上決定する。

工法　※　引掛け桟瓦葺き　・土居葺き

材種　・配管用鋼管　・硬質塩化ビニル　※　銅板

竹小舞仕様は旧状にならう。荒壁は夾雑物のない良質粘土に、解体土壁を混入し、藁

茆を入れてよく切返し、相当期間ねかせ置き、施工前に再度藁茆を入れ十分練混む。

荒壁の十分な乾燥を待って施工する。既存との接続部分は布連打等により切れを防止

下地

中塗

する。

漆喰塗等

色土塗は既存の仕様に倣って作成した見本塗により監理者の承認を受ける。

本漆喰塗とする。角又のりを用い、蔦を叩き細かに散し、石灰と練り合わせる。

壁付けは下地に十分摺込み塗り上げる。荒壁土は新規土の他既存土を再利用すること。

う。

補修 解体前に取外し、建具を補修する。板･楔を締め直し、軸部組立後に建込み調整を行

木製建具 製造所　※　監督員の承諾する製造所

ガラス 板ガラス

ガラス留め材

フロート板ガラス

網入板ガラス

建具の種類

アルミニウム製建具

木製建具

※ガスケット(但し、FIX部はシーリング材とする)

※押縁

材種

厚み

厚み　・6.8

厚み　※5

※　JIS表示許可工場の製品とする。

※　低VOC(揮発性有機化合物)製品を使用すること。

※　ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とする。

古色仕上

色合せのうえ、周りと調和した仕上とし、3回塗りとする。

新補木材は見掛部にキシラデコールまたは同等品による古色仕上を施す。

畳敷き

k.屋根及び樋工事

l.左官工事

m.建具工事

n.塗装工事

o.その他

畳床　※A種　　・B種　　・C種

たは同等品以上、刷毛3回塗とする。

見隠れ屋根下地材と仕上材以外の新補木材には防虫防腐処理を施す。キシラモン、ま防虫防腐

スタイロ畳　Aタイプ　厚55mm　黒縁　釣月軒は縁なしとする。

使用する薬剤・工法などは(公社)日本しろあり対策協会で認定登録または

シロアリ防除のために、床下地面の土壌を薬剤処理する。処理薬剤や方法については、防蟻土壌処理

計画書を提出して十分協議の上施工する。

配線用配管には呼び線を入れる。

照明器具の接続器具取付位置等は、承認後に施工する。

露出になる配管、配線、ボックス等は、納まり承認後に施工する。

露出になる経路の納まりは、現場にて決定する。

照明器具、配線器具等の取付及び点灯試験までを行う。

設備図参照

機器等は、機種・色決定の承認を得てから手配を行う。

p.設備工事

使用する薬剤・工法などは(公社)日本しろあり対策協会で認定登録または

登録されたものとする。

備考

図番製図縮尺日付

名称
特記仕様書2芭蕉翁生家保存改修工事
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備考

図番製図縮尺日付

名称

西立面図

東立面図

南立面図

北立面図

主屋　立面図
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現状　蔵　平面図　立面図　断面図芭蕉翁生家保存改修工事
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④

既存柱

柱径：特記なき柱は115㎜角

材種：特記なき柱はヒノキ

耐震凡例

：構造用合板増張　厚12　釘N50@150

：柱補足

火打梁補足4ヶ所

：仕口ダンパー（床下）（詳細図AS-22）

：仕口ダンパー（梁・桁上下）（詳細図AS-22）

：脚固補足

：地覆・間渡・火打梁補足

⑧

：荒壁パネル（詳細図AS-22）

：水平鉄筋ブレース　M12　ターンバックル付(オメガメタルブレース相当品、詳細図AS-22)
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隣地境界線　1,575
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⑥
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⑤⑤⑤
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⑦

①

③

③

⑦

⑧

⑥・⑧

⑤⑦

①

①

⑥

②

共通

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

共通 畳敷新補取替

樋新補取替

主屋庇・瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　木部(垂木裏板まで)　軒先後退(≒126㎜)構造用合板増張

出格子修理・復旧

小縁修理・復旧

床板張修理・復旧

共通

共通

荒床修理・復旧

床組修理・復旧

⑧

戸箱修理・復旧

構造用合板増張

管理室造作新補取替

建具修理・建具調整

①

⑧

軒先後退

軒先後退

主屋・釣月軒・蔵　1階平面図

主屋　2階平面図

：火打梁補足　105×105ヒノキ　ボルト1-M12　木材火打専用座金

2020.03

芭蕉翁生家保存改修工事 修理　主屋　平面図

図番製図縮尺日付

名称 備考



西 立 面 図

東 立 面 図 北 立 面 図

南 立 面 図

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

戸箱　修理・復旧

出格子　修理・復旧

外壁　板壁　修理・復旧

外壁　腰板張　修理・復旧

外壁　腰板張(半割丸太)　修理・復旧

外壁　杉皮張　新補・復旧

角屋　庇杉皮葺き　新補・葺替

角屋　庇鉄板葺き　新補・葺替

角屋屋根　瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　下地(野地・一部垂木まで)修理・復旧　構造用合板増張

主屋庇　瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　木部(垂木裏板まで)　軒先後退(≒126㎜)復旧　構造用合板増張

土壁　付直し

漆喰塗仕上塗直し

中塗仕上塗直し

汲取口板蓋　修理・復旧

主屋大屋根　瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　下地(野地・一部垂木まで)修理・復旧　構造用合板増設張

⑯

⑰

床下換気口(防虫金網張)

腰水切銅板

①

⑧

②

⑦ ⑧ ⑦
⑥
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心
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心
線
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修理　主屋　立面図芭蕉翁生家保存改修工事

図番製図縮尺日付

名称 備考
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主屋梁間断面図2主屋角屋桁行断面図

床下換気口詳細図　1/20
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①

軒先後退≒126mm

①

軒先後退≒126mm

地覆・延石　補足(耐震補強)⑪

②

②

②

②

②

⑤

④

⑩ ⑩ ⑩ ⑩

⑦

①

⑨ ⑨ ⑨

⑧

⑥

④

①

⑧ ⑧

⑨
⑨ ⑨

⑦

①

⑪ ⑪ ⑪ ⑪

⑩

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

樋(軒・呼・這・縦)新補・取付

主屋庇　瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　木部(垂木・裏板まで)軒先後退(≒126㎜)復旧　構造用合板増張

主屋大屋根　瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　下地(野地・一部垂木まで)修理・復旧　構造用合板増張

角屋屋根　瓦葺直し・桟葺(葺土なし)　下地(野地・一部垂木まで)修理・復旧　構造用合板増張

角屋庇　杉皮葺　新補・葺替

角屋庇　銅板葺　修理・復旧

出格子　修理・復旧

床板張・床組　修理・復旧

畳新補　荒床・床組　修理・復旧

小縁　修理・復旧

⑬

⑫ 床下換気口(防虫金網張)

腰水切銅板

⑬

③

③

防虫金網

水切銅板巻

銅板巻

FL▽

修理　主屋　断面図芭蕉翁生家保存改修工事

図番製図縮尺日付

名称 備考
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1,454 1,909
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1

3
,
7
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1

3,363

985 985 985 985 985

2,955 1,970

4,925

軽量化

軽量化

軽量化

木塀

畳撤去・処分
荒床 床組　取外し・保管

▽軒高

▽1F.L

樋 撤去・処分

建具　修理・建付直し

床組・荒床　修理・復旧
畳敷新補取替

畳敷新補取替
床組・荒床　修理・復旧

樋 新補・取替

瓦新補葺直し　桟葺(葺土なし)
下地(裏板まで)修理・復旧

瓦新補葺直し　桟葺(葺土なし)
下地(裏板まで)修理・復旧

スロープ板　修理・据付

スロープ板　修理・据付

杉皮張 新補・復旧

杉皮張 新補・復旧

杉皮張 新補・復旧 杉皮張 新補・復旧

畳敷新補取替
床組・荒床　修理・復旧

瓦新補葺直し　桟葺(葺土なし)
下地(裏板まで)修理・復旧
構造用合板増張

構造用合板増張
下地(裏板まで)修理・復旧
瓦新補葺直し　桟葺(葺土なし)

構造用合板増張構造用合板増張

瓦新補葺直し　桟葺(葺土なし)
下地(裏板まで)修理・復旧
構造用合板増張

瓦新補葺直し　桟葺(葺土なし)
下地(裏板まで)修理・復旧
構造用合板増張

耐震凡例

：構造用合板増張　厚12　釘N50@150

：水平鉄筋ブレース　M12　ターンバックル付（オメガメタルブレース相当品、詳細図AC-04）

：既存瓦再使桟葺き（葺土なし）軽量化

：脚固添付補足（座敷は床下ヒノキ100×100、土間は外部・杉皮内ヒノキ30×180）

：水平鉄筋ブレース　M12　ターンバックル付（オメガメタルブレース相当品、詳細図AC-04）

芭蕉翁生家保存改修工事 修理　釣月軒　平面図・立面図・断面図

図番製図縮尺日付

名称 備考



一階西 一階東

上部吹抜

1階 平面図

桁行断面図
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二階
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3,940 2,955

6,895

6,895

2階 平面図

梁間断面図

西立面図北立面図 南立面図東立面図

腰ナマコ壁現状のまま 腰ナマコ壁現状のまま

漆喰塗直し

漆喰塗直し 漆喰塗直し 漆喰塗直し

腰板張 増張腰板張 増張

芭蕉翁生家保存改修工事 修理　蔵　平面図　立面図　断面図
名称

図番製図縮尺日付

備考


